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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は全 10 章，2 部構成となっている。第Ⅰ部は第１章から第５章から成り，いずれも近代沖
縄における生活様式の分節化について検討を加えるものである。第１章では本論文に通底する理論的
基調としてのポストコロニアリズムについて，文化地理学の立場から概念整理を行う。第２章以降は
事例をもとに展開される。第 2 章では沖縄固有の生活様式の端的な例として宗教施設と祭祀形態を，
第３章では墓ないしは墓地を取り上げ，廃藩置県以後今日に至るまで，そうした生活様式にどのよう
な変化のプロセスがあったかを確認する。第４章では墓地建設の際に描かれた絵図から，従来の（前
近代的）墓制を再現し，変化以前の実相を理解しておくこととした。第５章は沖縄固有の生活様式へ
の肯定的まなざしが，日本民俗学の概念枠組の形成に貢献したもののそれがナショナルなスケールの
なかでどのように翻弄されていったかを重要な宗教施設である御嶽（うたき）を例に検討する。 
第Ⅱ部は，第６章から第 10 章までの各章から成り，地域アイデンティティないしは郷土意識の再
生産，また「沖縄」なる地域の表象をめぐるステレオタイプ化やヘゲモニー争いについて考察する。
第 6 章は沖縄からハワイへと移民していった人々を対象とし，世代間の相違を踏まえつつそのアイ
デンティティのあり方について考える。第 7 章は現代の沖縄，特に 1990 年代以降の沖縄において盛
んに取り上げられてきた，あらたなアイデンティティの模索と受け止められている「若者文化」の台
頭とその実相に迫ることにする。これは現代沖縄の言説状況の中に見られる沖縄という地域へのステ
レオタイプな表象に対する違和感の表出の分析でもある。こうした違和感はいわば裏返されたアイデ
ンティティの表現ともいえる。第 8 章は「琉球」と「沖縄」という二つの地域名称をめぐって行わ
れた日米の政府レベルでの沖縄に対する文化的覇権争いについて時代ごとに検討し，二つの名称の緊
張関係の位相について説明する。第 9 章では沖縄県在住の 3 人の学者によって提起された「沖縄イ
ニシアティブ」なるマニフェストを取り上げ，沖縄の言説状況に見られる保守派と革新派のヘゲモニ
ー争いに焦点を合わせる。第 10 章では場所／地域アイデンティティ研究のための概念的整理を行う。
通時的・共時的，両方のアプローチの必要性を訴えるものであるが，前者については首里城を事例と
しつつ場所の系譜学を紐解き，後者については，空間・社会・文化と三つの領域を設定し，相互の関
係性について説明する。 
結果的に明らかになるのは，「沖縄」という国民国家の周縁部に位置する地域に生きる人々が経験
した，その「差異」をめぐる様々な葛藤の実相――「差異」を契機として生産・再生産される場所／
地域アイデンティティ，「差異」をめぐって発動される政治 politics とそれに伴って生じた生活様式
の変容，また「差異」をもとに形成されたイメージとそれに対する抵抗――であるだろう。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、日本の国民国家形成期に、植民地に似た変化過程と文化のアイデンティティ問題を経験
することになった、沖縄という縁辺地域の実相を描き出そうとしたものである。全篇の基礎には、
1990 年代以降の新しい文化・政治地理学方法論があり、特にポストコロニアルな視座から、近代沖
縄の生活様式の変容に題材をとった考察が展開されている。 
第 1 章では、概念の定義を行う。政治経済的局面ではなく、他者や他場所の表象に関する差別的
な言説の再生産に注意を向ける。近代日本が、ヨーロッパに対しては周縁であることを自覚しつつ、
東アジア各地域に対しては、植民地支配下におくという、二重のまなざしと体制を保持していたこと
を指摘し、第 2 次大戦における犠牲と米軍占領、さらに日米安保体制下の現在に至るまで、沖縄に
対するこの植民地的支配体制は変わらずなお継続しているとする。 
第 2 章では、沖縄本島国頭村の祭祀景観の変化を考察することから、文化・政治的な文脈の変化
に伴う、景観の物的・意味的変化の詳細を明らかにしようとする。景観とは、社会形態と文化表象と
自然的地物の三者からなる社会的構成物であるとの著者の見解が示されるが、この見方は新しい文化
地理学の記号論的景観解釈の方法を吸収したものである。  
第 3 章と第 4 章では、墓地を題材に場所論が展開される。門中制のような社会規範が景観を作り
出すこと、墓地の表象に関する多様な解釈が存在すること、本質主義や実体として地域を眺めようと
する見方を退け、あくまで、関係的、流動的な手がかりの追跡に徹するべきことが主張される。沖縄
の墓地を描いた希少な絵図である「自分墓地フンシー見取り図」から、3 つの御嶽を含む前近代の八
重山における墓地景観と風水の関係を解明したことは貴重な成果といえる。 
第 5 章は八重山の一教師の例を通じて、国民国家に組み入れられ、内地との文化的差異を確認し
た一方で、しかし異質性を排除するまなざしを訓育することに向かわざるを得なかった一教員＝郷土
史家の言説が構築される過程を暴こうとする。 
第 6 章では、沖縄人のハワイ移民の歴史の概略の記述と、ハワイで毎年行われているハワイ・オキ
ナワン・フェスティバル行事に見られるアイデンティティ再生産の様相を叙述する。 
第 7 章では、癒しの場所沖縄という、最近の外部からの沖縄イメージの押し付けと、これに対応
する現代の沖縄の若者のアイデンティティの特徴を述べ、本質主義的言説が構築されつつあるのでは
ないかとの懸念を示す。 
第 8、９章では、2000 年に沖縄の 3 人の学者の発表した体制寄りのマニフェストを検討する。こ
のマニフェストが、1930 年代の郷土教育運動と相似して、沖縄が日本の一部であることを前提に構
成されていることを批判し、沖縄を国民国家の枠にとらわれない地域として把握すべきであることを
主張する。 
第 10 章では、沖縄を、空間、社会、文化の 3 つのカテゴリーが相互に作用しあう一つの「場所」
としてとらえるべきこと、最近現れた首里城をシンボルとして眺めようとする言説は、意図的に創作
されたもので、イデオロギーに裏打ちされた表象のせめぎあいに注意を払うべきことを説く。沖縄人
が、依然として、日本および日本人との距離をどうとるのか、周縁部に位置するゆえの差異のことな
ど、記憶と歴史のトラウマに悩まされている現状を指摘する。 
論文中にみられる著者の多くの指摘は、日本人に突きつけられた沖縄からの発言として、沖縄（人）
のアイデンティティ形成の困難さと複雑さを、ローカルな文脈に即して示したものであると要約でき
る。総じて、従来の沖縄研究で多かった、日本民俗学の系列に属する、文化の古層とかカミ信仰や墓
地のオーセンティックな姿の追求など、あるいは基地沖縄の反戦平和運動を題材としたような、型に
はまった考察から抜け出た、新たな成果となっている。 
本論文は、異なった領域やレベルの文化事象を適切に接合していくことにより、沖縄の今後を見通
すための独特の視座を提供したものとして、著者の優れた学的能力を示すものと評価できる。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
